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＜当協会＞
発表日 内容

3/18

3/25

＜会員会社＞
発表日 会社名 内容

3/13 商船三井 救援資金5,000万円の義援金の拠出、自衛隊による輸送にグループ会社
のフェリー４隻で協力

3/14 日本郵船 義援金5,000万円の拠出

3/15 第一中央汽船 義援金1,000万円の拠出、内航船により無償で支援物資資材の輸送に協
力

3/15 日本郵船 物資供給用のヘリコプターの洋上基地としてグループ会社モジュール船を
提供

3/16 川崎汽船 義援金5,000万円の拠出、役職員による募金活動

3/16 NSユナイテッド海運 グループで義援金等1,000万円拠出、関係団体の要請に基づき可能な限
りの海上輸送協力（グループ内の内航船）

3/16 飯野海運 義援金1,000万円、海上輸送関連は、関係機関より具体的な要請があれ
ばグループ会社で検討

3/17 三光汽船 義援金1,000万円を拠出

3/17 乾汽船 義援金500万円を拠出

3/17 東興海運 義援金1,000万円を拠出

3/18 川崎近海汽船 3/22～24 八戸／青森航路の臨時便の運航

3/18 日正汽船 義援金500万円を拠出

3/18 3社（NYK、MOL、
KL）

国際救援物資の無償輸送引き受け （4月より、仮設住宅用資材の一部の
輸送を引き受け）

3/18 日本水産 救援物資（自社ソーセージ、缶詰等）を無償提供

3/22 近海郵船物流 RORO船「まりも」にて緊急支援物資輸送に協力（苫小牧管理組合を通じて
北海道庁から依頼）

3/22 栗林商船 支援本部設置、仙台塩釜港一部復旧に伴い東京-仙台へ輸送協力（運航
船５隻）

3/23 商船三井 救援物資（5,000万円相当）の被災地への無償輸送・提供

3/23 共栄タンカー 義援金100万円を拠出

3/24 日本郵船 日本経団連と協同し、グループ会社モジュール船により救援物資を無償
輸送（神戸→八戸）

3/28 鶴見サンマリン 義援金500万円を拠出

3/28 鶴丸海運 義援金1,000万円を拠出

3/31 旭海運 義援金200万円を拠出

3/31 東海運 義援金を拠出、救援物資のトラックによる無償輸送

当協会および当協会会員会社による支援活動の概要（プレスリリース・ベース）

国際救援物資の無償輸送引き受け （4月より、仮設住宅用資材の一部の輸送を引き受け）

日本財団による復興支援基金へ500万円拠出


